
ショートトラック、本県選手団入賞多数！大会初日からTEAM 福岡を勢いづける活躍！！ 

スピード、本県選手団８年ぶりとなる出場！次の大会へと繋がる準決勝進出！ 

フィギュア少年男子、初日ショートプログラム（SP）の演技終了！ 
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1月 27日（土）北海道・苫小牧市にて、第78回国民スポーツ大会スケート競技会（ｼｮｰﾄﾄﾗｯｸ・ﾌｨｷﾞｭｱ・ｽﾋﾟｰﾄﾞ）・ 

アイスホッケー競技会が開幕した。本県選手団約60名が、「TEAM 福岡」を背負い、冬季＋本大会での3大会連続となる

男女総合成績8位以内入賞を目指して戦う。※令和6年より「国民体育大会」から「国民スポーツ大会」へと名称変更。 

 開始式の様子 

苫小牧市新ときわスケートセンターにて、ショートトラックが行われた。本県選手団副団長である吉田法稔教育長の

激励を受け、本県選手団8名が出場し、4名が入賞を果たした。ショートトラック入賞者の結果は以下の通り。 

【ショートトラック1000ｍ】 

成年女子：黒川輝衣（ヨコハマタイヤジャパン）2位 ※黒川選手は福岡県タレント発掘事業修了生 

少年男子：播磨亮汰（九州産業大学付属九州高校）5位 

少年女子：江平千優（福岡大学附属若葉高校）6位 権丈若葉（福岡県立新宮高校）7位 

 黒川選手  吉田教育長（前列右から4番目）と本県選手団 

苫小牧市ハイランドスポーツセンターにてスピードが行われた。近年の国体では、 

スピードにおける本県選手団の出場はなく、本大会において8年ぶりとなる出場。 

5名が出場し、森瑛一朗選手（久留米市立諏訪中学校）が予選を通過し、準決勝に 

駒を進めた。決勝進出こそ逃したが、今後に期待が持てる結果となった。 

森選手のコメント 

 たくさんの応援のおかげで力を出し切ることができた。準決勝では高校生達の 

パワーに負けてしまったので、これから練習を重ねて、力を付けていきたい。  森選手 

 nepiaアイスアリーナ（苫小牧市）にてフィギュアが行われ、2名が出場した。大会初日のSPの結果は以下の通り。 

29日（月）にフリースケーティング（FS）が行われる。 

少年男子SP：戸田晴登（福岡県立北九州高校）12位 垂水爽空（学校法人角川ドワンゴ学園N高校）17位 

【競技日程及び会場】
競技名 競技日程 会場

スケート　ショートトラック 1/28（日）～1/29（月） 苫小牧市新ときわスケートセンター

スケート　フィギュア 1/28（日）～1/31（水） nepiaアイスアリーナ

スケート　スピード 1/28（日）～1/31（水） 苫小牧市ハイランドスポーツセンター

アイスホッケー 1/30（火）～2/3（土）
苫小牧市新ときわスケートセンター
ダイナックス沼ノ端アイスアリーナ

nepiaアイスアリーナ

 播磨選手 


